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パロベルデ原子力発電所では、雇用者の関与に焦点を当てた複数のイニシアチブを形

成しており、それには ALARA パフォーマンスの実施や、ALARA 推奨者の配置が含ま

れている。これは、発電所の ALARA 原則への注視や、設定した線量目標への挑戦や、

「ミリレム・カウント毎」の哲学を確実にするものである。 
これに伴い各部署は、部署の放射線学的パフォーマンスをレビューし、ALARA 推奨者

会議に出席して将来の線量評価の計画を補佐する「ALARA 推奨者」を指名している。

さらに、発電所の ALARA パフォーマンスをさらに高めるための、論評会議も開催し

ている。 
毎週の部署における（計画・予定された作業活動からの）線量評価を決定するために

パロベルデで採用されている過程は、レビューされることになっている。これには、

線量評価がどのようにして（様々な作業グループによって）ALARA 計画に対して毎週

提出されているか、というものが含まれている。付属のプレゼンテーションには、よ

り良いパフォーマンスを実施したグループについての要点が示されており、これにつ

いては、最近行われた 2015 EPRI ALARA 会議でも紹介されている。 
中身のあるパフォーマンスの例には、個々の活動の評価についての分類が含まれてい

る。このプロセスは、関連する作業指示書や、遂行される詳細な線量計算による活動

を概説している（これらは、最新の放射線サーベイデータや人／時間の推定値が含ま

れている）。詳細なレベルや最高のパフォーマンスを成し遂げる要因は、このアプロー

チを実施している機関において明らかである。 
パフォーマンスについては、プラントの状況に関する会合においては運転員レベルで

日々レビューされ、また日々の放射線量に関する部署においてもレビューされている

（それぞれの発電所の規律に基づく）。さらに毎週、放射線安全と各部署の線量パフォ

ーマンスは、「T+1 管理会合」においてレビューされている。 
このプロセスは、各部署がそれぞれの ALARA パフォーマンスに責任を持っているこ

とを確実にするものであり、部署の線量パフォーマンスの包括的モニタリングを可能

にする自律的なプロセスである。 
 


